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01 農業委員会交付金事業

農林業費 01 農業費 01 農業委員会費

－ －

令和6年度

農業委員会等に関する法律（法律第八十八号）により農業生産力の増進及び農業経
営の合理化を図るために農業委員会を設置している。農地所有者の高齢化等により
遊休農地が増加傾向にあり、農地が適正に管理されていない現状がある。農業委員
会において農地の利用を最適化するよう推進することが求められている。

（１）対象（誰、何を対象にしていますか）
農業委員会委員、農地利用最適化推進委員、農地所有者、農業従事者、新規就

農者
（２）目的（事業を行う事で、解決すべき課題がどのように改善されるか）

法令に基づき農業委員会の権限に属された所掌事務を実施することで、農業の
健全な発展に寄与する。

農業委員会構成 農業委員会委員14名及び農地利用最適化推進委員13名
・毎月1回、農業委員会の総会を開催し、農地法をはじめとする法令に基づく審査
や決定等を行うとともに、農地に関する証明の発行や農地の適正管理の指導等
を実施

・農地の利用状況調査の実施
・広報紙「農業委員会だより」の発行（年1回発行）

農地法第3条許可件数 77件
農地法第4条許可件数 17件
農地法第5条許可件数 173件
農業委員会活動による遊休農地の解消面積 0.4ha
広報紙「農業委員会だより」による農政事業の紹介や農
地の適正管理等をPR

農地の利用を最適化により、農業の担い手への農地の集約・集積が推進さ
れる。

農業委員会委員、農地利用最適化推進委員による農地所有者への農地利用
に対する働きかけを行うことにより担い手への農地の集約・集積と農地パ
トロールにより遊休農地化を防止する。

農業委員会委員、農地利用最適化推進委員による農地パトロールにより、
荒廃化する前に農地所有者への指導が実施できたため、遊休農地の解消に
つながった。

目標値を大幅に達成しているため、目標値を上方修正した。

農業委員会委員、農地利用最適化推進委員による農地所有者への農地利用
に対する働きかけを行うことにより、農地中間管理事業の周知にもつなが
り、事業の推進とともに、農業の担い手への農地の集約・集積にもつなが
った。
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農業委員会委員、農地利用最適化
推進委員の農業者への働きかけを
行う（単位：人）

遊休農地の解消面積（単位:ha)
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04 機構集積支援事業

農林業費 01 農業費 01 農業委員会費

－ －

令和6年度

農業人口の減少・高齢化により農業の担い手・後継者が不足し、耕作放棄地の増加
している。耕作放棄地が増加することで、農地が荒廃化するため、雑草・雑木の繁
茂や病害虫の発生など、周辺で耕作をされている担い手農家の方に迷惑になるだけ
でなく、地域の担い手農家の方が農地の集積を進める際の妨げとなる。

（１）対象（誰、何を対象にしていますか）
農業委員会委員、農地利用最適化推進委員、農業経営者、新規営農者
（２）目的（事業を行う事で、解決すべき課題がどのように改善されるか）
・農業に関する知識や情報を収集し、農業委員会活動に生かす。
・遊休農地を農業従事者等へマッチングさせることで、遊休農地の削減を図る。

・農業に関する先進事例の情報収集及び実践に関する研究
・農政に関する研修会等への参加
・農地利用状況調査により把握した遊休農地の農業経営者等への集約・集積

農業委員会委員及び農地利用最適化推進委員が関与
してマッチングを行った農地の集積・集約面積（農地中
間管理事業等）2.8ha
岐阜県農業会議による農業委員会の業務に関する研修会
を開催

農地が荒廃化する前に担い手に農地を集積することにより、効率的な農業
の推進と荒廃農地の発生を防ぐことにつながる。

農業委員会委員及び農地利用最適化推進委員が農地所有者と対話すること
により、農地の集約・集積につなげる。

農業委員会委員及び農地利用最適化推進委員が業務縮小する農業者との仲
介することにより、目標値の達成につながった。

目標値を大幅に達成しているため、目標値を上方修正した。

農業委員会委員及び農地利用最適化推進委員が農地所有者に集積・集約の
働きかけをすることにより、農地中間管理事業の周知にもつながった。
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農業委員会委員及び農地利用最適
化推進委員が農地の集積・集約の
ために働きかけをした農業者の人
数（1人当たりの人数）

農業委員会委員及び農地利用最適
化推進委員が関与してマッチング
を行った農地の集積・集約の面積
（ha)

R03

令 和 ５ 年 度 事 業 評 価 書

R02 R04 R05 R06


